
- 1 -

2007.09.24

更
新

の
講
義
内
容

15

漫
画
・
ア
ニ
メ
に
み
る
こ
と
ば
表
現
を
文
章
表
現
に
使
う

鳥
羽
僧
正
の
『
鳥
獣
戯
画
絵
巻
』
（

）
に
始
ま
り
、
鎌
倉
時
代
以
降
、
室
町
時
代
そ
し
て
江
戸
時
代
初
期
に
渡
る

A

絵
巻
物
類
が
数
多
く
描
か
れ
続
け
る
。
此
は
「
絵
双
紙
」
類
に
も
影
響
し
て
い
く
。
や
が
て
、
江
戸
時
代
後
期
に
輩
出

し
た
葛
飾
北
齋
の
『
北
齋
漫
画
』
（

）
へ
と
移
行
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
他
に
「
狂
画
集
」
と
題
名
し
た
『
一
蝶
狂

B

画
集
』
（

）
や
『
滑
稽
人
物
畫
』
（

）
『
狂
画
神
事
行
燈
』
（

）
な
ど
も
こ
の
時
代
に
編
纂
さ
れ
、
世
に
迎
え
ら

C

D

E

れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
狂
画
」
や
「
滑
稽
畫
」
と
い
う
こ
と
ば
よ
り
、
「
漫
画
」
と
い
う
こ
と
ば
の
方
が
良
く
受
け
て

か
此
の
後
に
も
用
い
ら
れ
て
い
き
、
こ
の
「
漫
画
」
が
現
代
の
漢
字
表
記
「
漫
画
」
→
ひ
ら
が
な
表
記
「
ま
ん
が
」
→

カ
タ
カ
ナ
表
記
「
マ
ン
ガ
」
と
表
記
法
は
移
行
し
て
い
る
が
、
現
代
の
「
マ
ン
ガ
」
へ
と
大
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

こ
の
流
れ
か
ら
「
漫
画
王
国
日
本
」
た
る
所
以
が
垣
間
見
え
て
こ
よ
う
。
こ
う
し
た
伝
統
に
支
え
ら
れ
、
今
日
の
日
本

文
化
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
て
い
る
「
ま
ん
が
」
も
動
画
時
代
を
迎
え
る
と
、
「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
へ
と
一
歩
前

進
し
て
い
く
。
こ
の
現
代
の
「
漫
画
」
と
「
ア
ニ
メ
」
か
ら
こ
と
ば
の
表
現
は
ど
の
よ
う
な
形
態
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
を
こ
こ
で
は
読
み
取
っ
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

江
戸
時
代
の
戯
画
、
狂
画
・
滑
稽
画
そ
し
て
漫
画
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『
鳥
獣
戯
画
絵
巻
』
（

）
A

『
滑
稽
人
物
畫
』
（

）
D

『
狂
画
神
事
行
燈
』
（

）
E
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『
北
齋
漫
画
』
（

）

『
一
蝶
狂
画
集
』
（

）

B

C

狂
画
と
漫
画
に
は
さ
ほ
ど
文
字
解
説
を
用
い
て
い
な
い
も
の
と
文
字
を
以
て
表
現
す
る
両
様
の
形
態
が
あ
る
。
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江
戸
時
代
に
大
成
し
た
図
絵
は
、
や
が
て
絵
入
り
本
と
い
う
挿
絵
の
世
界
を
作
り
上
げ
て
い
く
。

『
繪
本
西
遊
記
』
第
三
編
（
挿
絵
：
葛
飾
戴
斗
画
）

通
常
の
縦
書
き
を
横
に
し
て
天
地
を
広
く
構
図
取
り
し
て
い
る
。

『
女
一
代

風
俗

繪
本
十
寸
鏡
』
の
挿
絵
（
西
川
祐
信
・
画
）

奥
州
の
は
ぐ
ろ
王
す
ヾ
か
山
へ
か
よ
ふ

す
ヾ
か
の
鬼
神
は
ぐ
ろ
王
を
ま
つ
「
こ
よ
い
ハ
お
そ
い
こ
と
か
な
」
「
も
は
や
あ
れ
ゑ
見
へ
ま
す
る
」
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作
品
と
こ
と
ば
の
表
現
手
法

こ
こ
で
学
習
し
た
江
戸
時
代
の
書
き
表
し
方
は
、
現
代
の
漫
画
手
法
に
も
及
ぶ
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
以
前
か

ら
、
手
塚
治
虫
作
品
集
と
り
わ
け
『
火
の
鳥
』
〔
角
川
書
店
刊
〕
を
題
材
に
し
て
現
代
漫
画
の
特
徴
を
模
索
し
て
き
て

い
る
。
こ
こ
で
、
已
前
に
も
採
り
上
げ
た
『
火
の
鳥
』
太
陽
編
の
引
用
文
を
例
に
し
て
、
文
章
構
成
の
素
材
と
し
て
お

こ
う
。此(

こ)

の
夜

雷
電(

い
か
づ
ち)

な
り
て
雨
降(

ふ)

る
こ
と
甚(

は
な
は)

だ
し
。
天
皇(

す
め
ら
み
こ
と)

祈(

う

け)

ひ
て
曰(

い)

は
く
「
天
神(
あ
ま
つ
か
み)

地
祇(

く
に
つ
か
み)

朕(

わ
れ)

を
扶(

た
す)

け
た
ま
は
ば
雷(

か

み)

な
り
雨
ふ
る
こ
と
息(

や)

め
む
」
と
の
た
ま
ふ
。
〔
太
陽
編(

下)

頁
〕

268

こ
の
一
文
は
、『
日
本
書
紀
』
卷
第
二
十
八
の
「
此
夜
、
雷
電
雨
甚
。
天
皇
祈
之
曰
、
天
神
地
祇
扶
朕
者
、
雷
雨
息
矣
」

か
ら
の
引
用
し
た
箇
所
で
あ
り
、
こ
の
場
面
に
描
か
れ
た
天
象
語
で
あ
る
「
い
か
ず
ち
【
雷
電
】
」
を
少
し
く
眺
め
て

み
る
こ
と
に
す
る
。
こ
の
雷
電
は
、
人
に
と
っ
て
恐
ろ
し
き
四
つ
物
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
こ
と
は
ご
存
知
で
あ
ろ
う
、

い
か
づ
ち

こ
の
た
め
、
人
は
禁
厭
の
詞
を
以
て
対
応
し
た
の
で
あ
る
。
元
文
二
年
『
扶
桑
雷
除
考
』
と
云
っ
た
小
冊
子
が
編
ま
れ
、

ま
じ
な
い

ふ

さ

う

ら
い
よ
け
か
う

今
そ
の
な
か
か
ら
主
な
る
と
こ
ろ
を
抜
粋
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

（
１
）
白
山
に
「
蔦
」
と
云
ふ
鳥
あ
り
。
此
鳥
雷
を
取
り
て
食
と
す
る
を
以
て
雷
は
此
の
鳥
の
影
だ
も
恐
る
故
に
此
の

ら
い

ら
い

鳥
を
圖
し
て
雷
除
の
守
り
と
す
れ
ば
、
其
家
の
上
に
雷
落
つ
る
こ
と
な
し

ら
い
よ
け

雷
鳥
雌
雄
の
圖
の
伊
藤
長
胤
の
圖
讃
に
曰
く

越
山
有
鳥
其
名
曰
蔦
潜
跡
深
松
棲
彼
崔
嵬
朱
冠
玄
衣
雙
々
徘
徊
圖
以
傳
之
云
能
避
災
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※
觀
音
經
の
呪
「
雲
雷
鼓
掣
電
降
雹
樹
大
雨
念
彼
觀
音
力
」

う
ん
ら
い

こ

せ

い

で

ん

か
う
ば
く
じ
ゆ

た

い

う

ね

び

く
わ
ん
お
ん
り
き

（
２
）
高
龍
山
報
恩
寺
の
雷
除
の
符
を
家
の
四
方
に
貼
る
べ
し

か
う
り
う
さ
ん

ほ

う

お

ん

じ

ふ
だ

東
方
阿
陀
迦
鬼

南
方
奢
帝
盧

西
方
修
陀
光

北
方
蘇
陀
磨
矩

※
『
和
漢
三
才
圖
會
』
に
曰
く
、
「
玉
樞
經
云
東
方
有
光
明
雷
王

名
阿
椙
多

或
阿
伽
多

有
南
方
者

名
阿
解
嚕

或
刹
帝
嚕

有
西
方
者

名
王
多
光

爲
須
陀
光

有
北
方
者

名
蘇
多

末
尼

聞
此
名
字
及
知
方
處
者
令
無
一
切
怖
畏
雷
電
之
災
」

（
３
）
賀
茂
山
の
あ
ふ
ひ
所
持
の
家
に
落
ち
ず

（
４
）
庭
に
木
犀
と
い
へ
る
樹
木
又
は
桑
の
木
さ
て
波
布
天
古
布
良
と
い
ふ
も
の
桐
の
木

は

ぶ

て

こ

ぶ

ら

に
似
た
り
、
是
を
植
ゑ
た
る
地
の
邊
へ
落
ち
ず
と
い
へ
り
。
又
ク
ワ
バ
ラ
ク
ワ
バ
ラ
と
い

ふ
事
は
雷
桑
を
嫌
と
い
へ
ば
此
処
に
桑
の
木
多
し
と
訴
ふ
心
な
る
べ
し
と
な
り
。

い
と
ふ

※
『
和
漢
三
才
圖
會
』
に
曰
く
「
五
雜
俎
云
嘉
榮
草
服
之
者
不
畏
雷
霆
」

※
『
捜
神
記
』
に
曰
く
「
楊
道
和
夏
於
田
中
値
雷
雨
至
桑
下
霹
靂
下
撃
之
道
和
以
鋤

格
其
肱
遂
落
地
不
得
去
色
如
丹
目
似
鏡
毛
角
長
三
尺
餘
状
如
六
蓄
頭
似
獮
猴
」

（
５
）
雷
を
恐
る
ゝ
人
は
蚊
帳
を
つ
り
て
其
中
に
入
り
、
布
團
を
着
て
う
つ
む
け
に
臥
す

べ
し
。
尤
耳
を
つ
め
て
よ
し
。
柔
ら
か
な
る
所
へ
は
落
ち
て
も

災

な
し
。

わ
ざ
は
ひ

（
６
）
雷
落
ち
た
る
跡
に
其
土
中
に
雷
杖
雷
槌
雷
斧
と
い
ふ
者
あ
り
。
是
を
所
持
す
る
家

に
は
雷
落
ち
ず
と
い
ふ
。

（
７
）
霹
靂
木
と
い
ふ
あ
り
。
是
は
雷
火
木
に
落
ち
て
烈
け
た
る
木
な
り
。
則
此
木
家
に

へ
き
れ

き
ぼ
く

在
時
は
必
盗
賊
其
家
に
恐
れ
入
ら
ざ
る
な
り
。
又
雷
焼
木
と
云
ふ
は
雷
落
ち
て
焼
け
た
る

木
な
り
。
是
を
臆
病
の
人
に
煎
じ
用
ゐ
れ
ば
心
氣
慥
か
に
な
る
と
い
へ
り
。
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※
上
図
は
、
手
塚
治
虫
氏
と
奇
し
く
も
同
じ
誕
生
日
と
い
う
、
さ
い
と
う
た
か
を
劇
画
『
鬼
平
犯
科
帳
』
の
一
コ
マ
の

図
絵
を
切
り
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。
暗
雲
立
ち
こ
め
、
ヒ
カ
リ
放
つ
雷
光
に
、
雷
鳴
音
「
ゴ
ロ
ゴ
ロ
ゴ
ロ
…
…
…
…
」

が
左
か
ら
右
へ
と
大
か
ら
小
へ
の
表
記
法
で
記
載
し
て
い
る
。
手
塚
治
虫
の
な
か
で
も

頁
～

頁
に
「

」「

242

245

」
「

」
「

」
「

」「

」「

」「

」「

」「

」「

」
と
あ
り
、

頁
～

頁
に
再
び
「
ザ
ー

ザ
ー

265

268ザ
ー
」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
「

」
と
描
写
に
併
せ
て
表
示
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
象
徴
語
の
表
現
と
し
て
、
文
章
語
で
は
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
る
か
実
際
調
べ
て
み
る
に
、
山
口

オ
ノ
マ
ト
ペ
ア

仲
美
編
『
暮
ら
し
の
こ
と
ば
擬
音
擬
態
語
辞
典
』
〔
講
談
社
刊
〕
で
は
、
雷
鳴
の
音
は
、
「
ご
ろ
ご
ろ
」
で
表
示
さ
れ
、

そ
の
用
例
に
は
芥
川
龍
之
介
『
路
上
』
の
「
突
然
頭
の
上
で
、
ご
ろ
ご
ろ
と
春
の
雷
が
鳴
っ
た
」
を
引
用
す
る
の
み
で

あ
る
。
ま
た
、
『
新
潮
現
代
国
語
辞
典
』
〔
新
潮
社
刊
〕
に
は
、
二
葉
亭
四
迷
『
平
凡
』
の
「
が
ら
が
ら
と
雷
の
落
ち

懸
る
」
の
引
用
が
見
え
て
い
る
。
永
井
荷
風
『
墨
東
綺
譚
』
（
一
九
三
七
）
の
「
稲
妻
が
ま
た
ぴ
か
り
と
閃
き
、
雷
が

ご
ろ
ご
ろ
と
鳴
る
と
…
」
の
引
用
が
見
え
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
マ
ン
ガ
で
は
、
自
由
闊
達
な
表
現
音

が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
よ
う
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
に
文
章
作
品
中
に
こ
の
象
徴
音
が
旨
く
運
ば
れ

な
い
の
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
今
、
こ
の
『
火
の
鳥
』
太
陽
編
下
卷
部
の
物
語
は
触
れ
ず
に
お
い
た
の
で

ご
自
分
で
確
か
め
つ
つ
考
察
さ
れ
、
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
ば
表
現
の
一
つ
と
し
て
検
討
願
え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

《
課
題
１
》
今
日
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
漫
画
・
マ
ン
ガ
・
ま
ん
が
」
資
料
か
ら
、
雷
鳴
の
轟
き
渡
る
場
面
を
切
り
取
り
、
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ど
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。

国
立
国
語
研
究
所
「
日
本
語
を
楽
し
も
う
！
」
→
「
マ
ン
ガ
を
読
も
う
」

http://nihongo.kokken.go.jp:8080/sozai/O
nom

atope/index.htm
l

「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」
の
利
用

行
政
独
立
法
人
〝
国
立
国
語
研
究
所
〟
が
作
成
し
た
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」
が
今
年
公
開
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
コ
ー
パ
ス
を
検
索
す
る
こ
と
で
、
書
き
言
葉
の
使
用
状
況
が
見
え
て
く
る
。
こ
こ
で
こ
の
使
用
方
法
を

会
得
し
、
ご
自
身
の
表
現
の
な
か
で
そ
の
こ
と
ば
そ
の
も
の
を
ど
う
組
み
合
わ
せ
融
合
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か

を
知
る
こ
と
に
も
成
ろ
う
。

公
開
ホ
ー
ム
サ
イ
ト

http://w
w

w
.kotonoha.gr.jp/cgi-bin/search_form

.cgi?viaTopPage=1

実
際
の
検
索
利
用
状
況

漢
字
「
漫
画
」
の
用
例
…
三
三
〇
例

A

１
有
害
情
報
へ
の
接
触
状
況

テ
レ
ビ
，

漫
画

，
雑
誌
な
ど
で
人
を
殺
傷
す
る
場
面
を

青
少
年
白
書_

平
成2

年
版

総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部

大
蔵
省
印
刷
局1991

年01

月

２
な
が
ら
も
，
小
学
生
，
中
学
生
と
も
，

漫
画

週
刊
誌
を
１
種
類
も
読
ま
な
い
者
が
約

厚
生
白
書_

昭
和54

年
版

厚
生
省

大
蔵
省
印
刷
局1979

年12

月
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３
『
風
光
る
』
は
女
の
子
向
け
の
新
撰
組

漫
画

で
す
ね
。

連
載
も
女
性
誌
だ
し
…
…

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!

2004

年12

月

４
漫
画
じ
ゃ
な
く
て
、
歴
史
勉
強
の
為
の

漫
画

が
ち
ゃ
ん
と
図
書
館
な
ど
に
あ
り
ま
す

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン
タ

ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!2005

年03

月

５
父
親
、
ど
う
思
い
ま
す
か
？

何
だ
か

漫
画

み
た
い
な
話
し
で
す
ね
。

思
わ
ず
笑

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
子
育
て

と
学
校

Y
ahoo!

2005
年07

月

ひ
ら
が
な
「
ま
ん
が
」
の
用
例
…
二
四
例
（
異
な
り
表
現
一
例
を
含
む
）

B

１
雑
誌
」
を
読
む
者
は
６
４
．
０
％
，
「

ま
ん
が

の
単
行
本
」
を
読
む
者
は
６
１
．
７
％

青
少
年
白
書_

平
成2

年

版

総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部

大
蔵
省
印
刷
局1991

年01

月

２
私
は
神
戸
の
皇
蘭
の
豚

ま
ん
が

好
き
で
す
が
、
皆
さ
ん
の
お
す
す
め
の

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
暮
ら
し
と
生
活
ガ
イ

ド

Y
ahoo!

2004

年11

月

カ
タ
カ
ナ
「
マ
ン
ガ
」
の
用
例
…
一
三
三
例
（
異
な
り
表
現
二
八
例
を
含
む
）

C

１
ド
ラ
マ
も
そ
う
で
す
が
、
原
作
（
特
に

マ
ン
ガ

）
を
読
ん
で
し
ま
う
と

人
そ
れ
ぞ
れ

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!

2005

年03

月

２
…
ル
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
調
査
に
よ
る
と
，

マ
ン
ガ

週
刊
誌
を
「
読
ま
な
い
」
と
い
う
者
は

青
少
年
白
書_

昭
和52

年
版

総
務
庁
青
少
年
対
策
本
部

大
蔵
省
印
刷
局

1977

年12

月

３
亜
鉛
鉱
の
ウ
ェ
イ
ト
は
１
１
．
０
％
，

マ
ン
ガ

ン
鉱
同
９
．
０
％
，
ク
ロ
ム
鉱
同
６
．

通
商
白
書_1977

年
版

（
各
論
）

通
商
産
業
省

大
蔵
省
印
刷
局

1977

年06

月
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４
藤
子
不
二
雄
の
エ
ス
パ
ー
魔
美
と
い
う

マ
ン
ガ

で
も

主
人
公
の
お
じ
い
さ
ん
は
外
国Y

ahoo!

知
恵
袋
／
健
康
、

美
容
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

Y
ahoo!2004

年07

月

ア
ニ
メ
…
二
八
八
例

D

１
歌
っ
て
い
く
曲
が
あ
っ
た
ん
で
す
が
、

ア
ニ
メ

の
タ
イ
ト
ル
・
わ
か
れ
ば
歌
詞
を
教
え

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!2005

年02

月

２
達
郎
の
「
忘
れ
な
い
で
」
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

ア
ニ
メ

の
テ
ー
マ
曲
と
し
て
聞
い
た
母
が
曲
を

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、PC

と
家
電

Y
ahoo!

2005

年04

月

３
原
作
は
い
ま
い
ち
の
作
風
で
も

ア
ニ
メ

に
な
っ
た
と
た
ん
キ
ャ
ラ
が
見
違
え
る

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!

2004

年07

月

４
Ｆ
Ｌ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ソ
フ
ト
だ
と
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ

ア
ニ
メ

ー
シ
ョ
ン
も
滑
ら
か
に
で
き
ま
す
よ
♪

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、PC

と
家
電

Y
ahoo!

2005

年05

月

５
こ
の
あ
い
だ
Ｕ
Ｆ
Ｏ
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
で

ア
ニ
メ

ロ
リ
ヲ
タ
系
キ
ャ
ラ
の
絵
柄
の
シ
ー
ツ

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!

2004

年07

月

６
鋼
の
錬
金
術
師
も
漫
画
が
で
て
ま
す
。

ア
ニ
メ

と
漫
画
で
は
ス
ト
ー
リ
ー
違
い
ま
す
が

Y
ahoo!

知
恵
袋
／
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
趣
味

Y
ahoo!

2004

年09

月

７
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
使
っ
て
絵
文
字
？

ア
ニ
メ

？
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

ふ
ざ
け
て

Y
ahoo!

知
恵
袋
／

Y
ahoo!

JA
PA

N
Y

ahoo!
2004

年10

月

已
上
、
幾
つ
か
そ
の
実
際
使
用
例
を
取
り
出
し
て
お
き
ま
し
た
。
ご
自
身
で
も
、
選
択
語
を
用
意
し
て
検
索
し
た
結
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果
を
ご
報
告
願
い
ま
す
。

「
ま
ん
が
」
表
現
の
こ
と
ば
を
活
か
そ
う

中
国
小
説
『
西
遊
記
』
の
原
作
を
描
い
た
ま
ん
が
は
、
数
多
く
世
に
表
出
し
て
い
る
。

※
『
西
遊
記
の
資
料
の
研
究
』
…
絵
画
資
料
か
ら
見
る
西
遊
記
誕
生
も
の
が
た
り

こ
の
う
ち
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
化
さ
れ
た
幾
つ
か
の
作
品
を
挙
げ
て
み
る
に
、

映
画
ド
ラ
え
も
ん
の
び
太
の
パ
ラ
レ
ル
西
遊
記©

藤
子
・F

・
不
二
雄

■
出
版
社

：

小
学
館

■
巻(
発
行
日)

：

上
巻(1988/04

)

下
巻(1988/05

)

新
装
完
全
版(2004/02

)

保
湿
西
遊
記

http://w
w

w
.am

etuti.jp/hoshitu_saiyuki/story1.htm
l

北
京
五
輪
のPR

ア
ニ
メ

http://vblog.people.com
.cn/index.php?option=com

_content&
task=view

&
id=1069
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